
 

 

◆第 6 次エネルギー基本計画(案) 

先の総裁選で決選投票の末、岸田氏が勝利し新内閣が発足しました。しかし時をおかず、

10月 14日衆議院を解散し 19日に公示、31日投開票というニュースに、何とも慌しいと思

われた方も多いのではないでしょうか。この会報誌が皆さんのお手元に届いているころに

は選挙結果も出ていることでしょう。 

ところで「なぜ冒頭からこんなことを」と思われたかもしれませんが、選挙結果で日本

のエネルギー政策も大きく違ってくるのではと思うからです。 

今年 9月第６次となる「エネルギー基本計画(案)」が出されました。そこには 2050年を

見据えた 2030 年に向けた政策対応として「2030 年度の新たな削減目標の実現を目指すに

際して、原子力については安全を最優先にし、再生可能エネルギーの拡大を図る中で、可

能な限り原発依存度を低減する」と書かれています。しかし電力構成比を見ると、原発が

20～22％％(現在は稼働していないものがあるため 6％)再エネが 36～38％とあり、原発に

関してのこの数字は、原発の新設や老朽化している既存施設の再稼働なくしては実現でき

ない数字で、明らかに脱原発＆世界の潮流に逆行しているものと言えます。また再エネに

ついては数値達成のための具体的な道筋もまだ確立されていません。選挙結果が、脱原発、

再生可能エネルギーの拡大を後押しするものになってほしいものです。    

 

◆多発する山火事  

今年 8月、イタリア南、地中海のシチリア島でヨーロッパ観測史上最高気温 48.8℃を記

録したとのニュースに驚いた方も多かったのではないでしょうか。地中海沿岸部のトルコ

やギリシャやイタリアでも猛烈な暑さに加え空気の乾燥も重なり山火事が多発していま

す。山火事は火の不始末など人為的要因で起こる人的災害である一方、枯葉の摩擦や落雷

などの自然的要因で起こる自然災害でもあります。地中海沿岸部やオーストラリアで起き

ている大規模な山火事は、まさに気候変動による自然災害と言えます。山火事は CO2 を大

量に排出するため、温暖化がさらに進行するという事態を引き起こしているのです。 

特に最近の大規模な山火事は落雷が原因であることも多く、温暖化が進むと落雷の発生

率が高くなります。他の地域よりも温暖化の進行が速い北極圏(北緯 65度以上)では、2020

年の落雷発生回数は 2010年の 8倍以上との報告もあります。 

臨界点に至る前に、1日も早いカーボンニュートラルを実現させなければなりません。 

私達を取り巻く環境は日々変化しています。最近の環境問題や、環境に関する事柄について

「知ってほしい・知らせたい」情報などをこのコーナーで伝えていきます。今回は、「第 6 次

エネルギー基本計画」「多発する山火事」の問題です。 
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ひらかた環境ネットワーク会議 

に 2ヶ月間お世話になって、主 

に 2つ学びました。まず地球 

温暖化問題について私が自分事 

化できていない点。如何にして、 

環境問題を自分事として考えるかが重視されま

す。地球温暖化という規模の大きい問題に対して

俯瞰して考えがちでしたが、俯瞰的にものごとを

見ることと併せて、自分の生活に落とし込むこと

も重要であることを学びました。次に、データの

数字の見方についても考えさせられました。取得

の背景や国の情勢なども考慮するべきであるこ

と。絶対的な値だけでなく値が減った原因なども

追求することが重要であると学びました。 
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＊＊＊環境ミニ講座 2021後期＊＊＊ 13：30～15：00 

 
 

 

 

 

 

 

 

１０月 28 日（木）～エコクッキング～ 

かぼちゃ Deスイーツ 
 節句を通して、 

現在の気候変動を考える 

3月 24 日（土）～わがまち魅力発見～ 

 天の川ウォーク第 2弾 
 サプリ村野の横を流れる天の川。そこに架かる

「浜橋」その上流はどんなだろう・・・。 

1 月 22日（土）～木工クラフト～ 

 昔遊び を 体験しよう 
 竹返し、駒回し、竹馬、など親子で昔遊びを 

道具作りと共に体験 
 

１1 月 25 日（木）～ハギレｄｅアート～ 

クリスマスガーランド作り 
 ハギレや古着でクリスマスがーランド作り 

古着リユースのお話あり 

インターンシップを終えて 

インターン生 6人の感想を紹介します 

今回のインターンシップは、コロナにより、実質 1 週間

という短い期間で終わってしまいました。しかしその

間、多くの学びがあったようです。 

ここに感想を紹介します。 

私は今回のインターンシップ 

を通して、円滑に議論する 

難しさ、温暖化対策を多くの人に 

知ってもらう難しさを学びました。 

効率の良い話し合いをする上 

で大切なのは、常に何について話し合っている

のかを明確にし、全員と共有することです。例え

ば、「エコノート」の取り組みを、どのように多くの

人に知ってもらうかを議論したところ、「もっと知っ

てもらうためには」という根本の話し合いが不十分

であったため、エコノートのデザインの改善、景

品の改善といった話になり、方向性も定まらず、

話し合いがうまく進みませんでした。また、温暖化

対策の周知の難しさ、情報発信の仕方も世代に

より違い、温暖化対策を促すことも困難だと感じ

ました。今回のインターンシップで社会に出た時

に大切な力を養えました。さらに、環境問題の見

方も変わりました。 
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